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序

本市の中央部に南北方向にのびる春日丘陵とその周辺の一帯には、多くの遺跡が

確認されています。特に弥生時代の遺跡は、須玖岡本遺跡を中核として濃密な分布

を示しており、その範囲は南北２�、東西１�に達することがわかっています。こ

の遺跡群は須玖遺跡群と呼ばれ、出土する青銅器や青銅器鋳型の質や量は他を傑出

するため、奴国の王都とされています。

ここに報告いたします比恵尻遺跡（１次調査）は、須玖遺跡群の北端付近に位置

する遺跡で、平成２０年度に新たに発見されました。発見から日が浅いため詳細につ

いては不明ですが、周辺には重要な遺跡が広がり、今回の調査でも弥生時代の青銅

器鋳型や、中世の円形銅製品が出土するため、今後の調査が楽しみな遺跡でもあり

ます。

貴重な遺跡の発掘調査報告としましては、本書の不十分さは免れませんが、研究

資料として末永く活用され、また、一般の方々にも広く利用していただければ幸い

です。

なお、最後になりましたが、発掘調査に際しまして、御協力、御指導を賜りまし

た方々に心から感謝の意を表します。

平成２３年３月３１日

春日市教育委員会

教育長 山 本 直 俊



例 言

１．本書は、２００８年６月２４日から７月１０日にかけて春日市教育委員会が実施した、共同住宅建築に伴

う比恵尻遺跡１次調査の緊急発掘調査の報告書である。

２．遺構の実測は、井上義也が行い、製図は牧平佳恵・伊東ひかりが行った。

３．遺物の図作成は、井上・吉富千春・牧野幸子・齊藤礼（現筑紫野市教育委員会）、製図は井上・

吉富が行った。

４．掲載写真のうち遺構については井上、空中写真企画が撮影し、遺物については岡紀久夫（文化財

写真工房）が行った。

５．本書に使用した２万５千分の１地形図は、国土地理院発行の『福岡南部』である。

６．本書の遺構実測図に用いた方位は、座標北である。

７．本遺跡出土の銅製品については、市元塁氏（九州国立博物館）、小田富士雄氏（福岡大学）、志賀

智史氏（九州国立博物館）、南健太郎氏（宮崎県埋蔵文化財センター）の御教示を得た。特に南

氏からは文献の訳について御協力いただいた。
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� は じ め に

１．調査に至る経過

平成２０年６月５日、桜ヶ丘５丁目１番に共同住宅建設計画の打診を受けた。当地は周知の埋蔵文化

財包蔵地には含まれていなかったが、周辺には須玖唐梨遺跡、須玖五反田遺跡、須玖楠町遺跡等の重

要遺跡が確認されており、開発面積が５９４�と広かったことに加え、近接地の調査歴が少なかったこ

とから同１０日に試掘調査を実施した。重機により表土を除去したところ、地表面から約１�で遺構を

確認した。

このため地権者と春日市教育委員会で埋蔵文化財保護に関する協議を行い、遺構が確認された対象

地の南側１２０．７�を中心に発掘調査を行うこととなった。地権者と春日市との間に発掘調査に関する

受託契約を締結し、発掘調査は開発事業者の費用負担において、平成２０年６月２４日から７月１０日まで

行った。

２．調査の組織

発掘調査及び整理作業における調査体制は下記のとおりである。

発掘調査（平成２０年度）

教育長 山本 直俊

社会教育部長 簑原 三郎

文化財課長 古賀 俊光

管理担当 課長補佐 白水 心子

主 査 塩足 雅弘

主 事 山田ひとみ

文化財担当 係 長 平田 定幸

主 査 吉田 佳広

主 査 森井千賀子

主 任 井上 義也

嘱 託 吉田 浩之

嘱 託 長谷部真弓

報告書作成（平成２２年度）

教育長 山本 直俊

社会教育部長 古賀 俊光

文化財課長 西尾 純司

管理担当 統括係長 居石 正明

主 査 福間 義彦

主 事 山田 ひとみ

主 事 佐伯 廣宣（７月～）

文化財担当 課長補佐 平田 定幸

主 査 中村 昇平

主 査 吉田 佳広

主 任 井上 義也

嘱 託 牧野 幸子

嘱 託 柳 智子

嘱 託 松田 千恵（～６月）

嘱 託 上原 あい（７月～）

―１―



� 位置と環境

比恵尻遺跡は、福岡県春日市桜ヶ丘５丁目に確認された遺跡で、今回の１次調査地は桜ヶ丘５丁目

１番である。

博多湾に面した福岡平野は、那珂川と御笠川が北流する沖積平野であり、この両川に挟まれた丘陵

部や周辺の台地には多くの遺跡が確認されている。特に弥生時代の遺跡は、板付遺跡、比恵・那珂遺

跡群、井尻Ｂ遺跡群、須玖遺跡群等の大規模な遺跡が確認されており、中国の史書に記された奴国の

故地に比定されている。

春日市はこの平野の南部に位置する面積１４．１５�の都市である。春日市のほぼ中央には、南方の脊

振山系から派生した春日丘陵が南北にのび、その北部を中心に数多くの遺跡が連続して確認されてい

る。特に弥生時代の遺跡は濃密で、その範囲は南北２�、東西１�に及ぶことが、発掘調査や確認調

査等の成果から明らかになっている。この遺跡群を須玖遺跡群と呼称しており、奴国の中心遺跡であ

ることは、遺構、遺物の質や量から間違いない。

また、須玖遺跡群の東西の台地上にも、空閑地を挟んでまとまった遺跡が確認されている。以上の

ように春日市では、北部を中心に多くの遺跡が確認されており、その総数は約１５０にも及ぶ。遺跡の

時期は弥生時代が主体をなすが、旧石器時代から近世までの遺物、遺構も確認されている。

旧石器時代の遺物は市内十数ヶ所で確認できる。各遺跡から出土する旧石器は、ほとんどが再堆積

したもので、市西部の門田遺跡のように文化層として確認できた例は極まれである。縄文時代の遺構

は、同じく西部の原遺跡、柏田遺跡などで住居跡や石組遺構が確認されているほか、陥穴状遺構が市

東部でも確認されている。

上述したように弥生時代には多くの遺跡が確認されているが、爆発的に遺跡数が増加するのは中期

前半以降である。この傾向は弥生時代終末まで続き、弥生時代中期前半以降は須玖遺跡群が福岡平野

の中心的な遺跡であったことは間違いない。

しかし、古墳時代には当遺跡に近接する須玖黒田遺跡や須玖楠町遺跡でも前期の集落跡が調査され

ているが、全体的に弥生時代に比べ、住居跡等の遺構の数が減少する。ただし、市域西側の台地上に

は御陵古墳、野藤１号墳、下白水大塚古墳、日拝塚古墳等の前期から後期の前方後円墳が造営されて

いる。

古代には、集落跡のほか、大宰府の西門から鴻臚館へと通じる官道が先の原・春日公園内遺跡で検

出されている。また、市の南部では大土居水城跡、天神山水城跡、須恵器窯跡である浦ノ原窯跡群や

惣利窯跡等が認められ、古代寺院に瓦を供給したと考えられるウトグチ瓦窯跡も確認されている。

中世には、西部の中白水遺跡で上白水館跡が調査されており、北部の野藤遺跡周辺や須玖岡本遺跡

でもまとまった遺構が明らかになる可能性がある。なお、文献には下白水北に天浦城があったと記さ

れており関連遺構の検出が待たれる。

―２―
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第１図 比恵尻遺跡周辺遺跡分布図（１／２５，０００）

―３―



比恵尻遺跡�

須玖楠町遺跡�

須玖唐梨遺跡�

比恵尻遺跡�

須玖楠町遺跡�

須玖唐梨遺跡�

0 100m

図２ 比恵尻遺跡位置図（１／２，５００）

―４―



比恵尻遺跡�

須玖楠町遺跡�

須玖唐梨遺跡�

� 調査の内容

１．調査の概要

春日市の中央には、南方の脊振山塊の北東部からのびた春日丘陵が南北方向に突出している。春日

丘陵には、小さな谷が入り込んでおり樹枝状の形態をなすが、その北部や周辺には多くの遺跡が途切

れることなく確認されている。この遺跡群は弥生時代を主体とするもので、範囲は南北２�、東西１

�に及び須玖遺跡群と呼称している。

当調査地は、須玖遺跡群の北端部に位置し、周辺には須玖唐梨遺跡、須玖楠町遺跡、須玖五反田遺

跡、須玖黒田遺跡等弥生時代の青銅器生産に関する重要な遺跡が確認されていた。

しかしながら、当地の周囲は十分な試掘調査が行われておらず、周知の埋蔵文化財包蔵地には含ま

れてはいなかったが、将来的に新たな遺跡が発見される可能性が十分に考えられていた。今回、重機

を使用した試掘調査の結果、現地表から１�（標高１５�）前後で明灰褐色～黄褐色粘土層に達し、そ

の面に遺構を確認することができた。このため、字名である「比恵尻」から当遺跡を比恵尻遺跡とし

て新たに周知の埋蔵文化財包蔵地として登録した。

発掘調査は、試掘調査の結果等から明確な遺構が確認できた対象地の南側を中心に行った。試掘調

査と同様、表土や旧耕作土等を約１�除去すると遺構面に達した。遺構検出面は、西側に向い緩やか

に下がる。検出面の上面には部分的に砂礫層が認められ、遺構の中にも砂礫で埋まったものが含まれ

る。この砂礫層は所謂洪水砂と考えられるが、調査区の一部にしか認められないことから、検出面が

削平を受けたことがわかる。洪水砂は、当地のすぐ南側には諸岡川が流れているので、諸岡川の氾濫

に由来するものであろう。

検出した遺構は、粘土採掘坑と考えられる土坑とピットである。粘土採掘坑は、土器の胎土等を確

保するために良好な粘土を採掘したという性格上、歪な形状をしている。複数の土坑が重なり合った

ようにも見えるが、明確な切り合い関係をつかむことはできず、実際に切り合いがあるのかも明らか

ではない。また、殆どの粘土採掘坑は、地山由来の粘質土・粘土と暗褐色系の粘質土が混ざった土で

埋まっており、人為的に埋められたと考えられる。

なお、今回報告するピットの中には、やや大形のものや歪なものも含まれており、粘土採掘坑と考

えてよいものが含まれる可能性がある。

遺物は、弥生土器、土師器、須恵器、土製品等土器類のほか、石器、青銅器鋳型片、円形銅製品が

土坑を中心に出土した。土器類はほとんどが小片で、著しい磨滅を受けており、周辺の遺跡からの流

れ込みである可能性がある。土製品は４・６号土坑を中心に出土しており、何らかの祭祀が行われた

可能性がある。鋳型片は２号土坑、円形銅製品は３号土坑から出土した。
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土坑は、粘土採掘坑と考えられる８基を検出した。ただし、先述したようにピットの中には小形の

粘土採掘坑と考えてよいようなものも含まれるため、本来は８基を越す採掘坑が存在したと思われる。

１号土坑は砂礫で埋まっていたが、その他の土坑の埋土は、地山である黄褐色粘土、青白色粘土と黒

褐色系の粘質土がマーブル状に混じるものである。

１号土坑（図版２－�・３、第４図）

調査区南部で検出し、６号土坑を切る。洪水砂と考えられる砂礫で埋まっていた。平面形は不整形

で、規模は２．０３×２．６５�。段掘りが目立ち、最深部の深さは約６０�。北東部と南西部に小形のピット

を有す。なお、底面の地山は砂礫層であった。

第３図 比恵尻遺跡遺構配置図（１／１００）
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図示していないが、土師器、黒色土器と思われる土器の小片が出土した。

２号土坑（図版２－�・４－�、第５図）

調査区中央南寄りで検出した。６号土坑との切り合い関係は不明。平面形は、１．２７×０．８７�の土坑

の西側に大形のピットが重複するような形態をなす。２つの異なる土坑の可能性はあるが、切り合い

関係が明らかでなく、明確な時期差が考えられないため、１つの土坑と報告しておく。

出土遺物は、弥生時代の武器形青銅器鋳型片のほか、図示できないほどの弥生土器と土師器の小片

がある。これらの磨滅は著しい。

３号土坑（図版２－�・３－�・４－�、第６図）

調査区中央東寄りで検出した不整形な土坑。特に南側は突出部を持つような形態をなし、北側に比

１ 灰褐色砂礫
２ 灰色粘土
３ 黒褐色土
４ 灰褐色粘質土
５ 暗灰色粘土
６ 黒灰色砂礫
７ 茶灰色砂礫
８ 灰黒色砂礫
９ 白灰色砂礫

第４図 １号土坑実測図（１／３０）
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べ浅い。床面には大小さまざまなピット状の浅い窪みが見られる。

出土遺物は、検出面直下から円形銅製品が出土したほか、図示できなかった弥生土器・土師器・須

恵器小片がある。

４号土坑（図版２－�・４－�、第６図）

調査区西側で検出した不整形な土坑で、長軸１．７０�程度、短軸１．３０�程度、最深部の深さは２０�程

度。北側は短い溝が連結するような形状を呈すが、その先端部からは土製品が出土した。

出土遺物は、ほとんどないが、上述した土製品のほかに、図示できなかった弥生土器や土師器の小

片がある。

５号土坑（図版２－�、第７図）

調査区中央北よりで検出した土坑で、北側の一部は攪乱を受ける。深さ５０�程度の掘り込みが重複

するようにも見え、床面は青白色の粘土層に達する。壁面は様々な角度で立ち上がるが、北西部はオー

バーハングする。

出土遺物として、弥生土器・土師器片等があるが、図示できたものはない。

６号土坑（図版２－�、第８図）

調査区中央部で検出した土坑で、大小様々な土坑が重複するが、切り合い関係などは確認できなかっ

たため、１つの遺構として取り扱った。規模は南北５．１０�、東西４．４０�、最深部の深さは４５�程度を

測る。

遺物は、多くの土器小片が出土し、上層からは陶磁器片も出土したが、図示できたものは須恵器と

土製品である。

第５図 ２号土坑実測図（１／３０）
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第６図 ３・４号土坑実測図（１／３０）
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７号土坑（図版２－�、第８図）

調査区の東隅で検出し、長さ４．１０�程度を調査した。深さは１５�で、若干の黒色土が混じる地山（青

白色粘土、黄褐色粘土）で埋まっていた。

土師器のほか、土器片が出土した。

８号土坑（図版３－�、第９図）

調査区北隅で、長さ４．５０�を調査した。深さは３０�程度。７号同様埋土は、粘土質の地山に若干の

黒色土が混じるもので、床面は青白色の粘土層に達する。

土器小片が出土するが、図化できるものはなかった。

� ピット

調査区の南部を中心にピットを検出した。これらの中にはやや大形のものや、歪なものが含まれ、

小形の粘土採掘坑ないしは、削られた粘土採掘坑の底面が残存したものと思われる。

各ピットからは、弥生土器、須恵器、土師器等の土器が出土するが、殆どが小片であった。土器の

他にも石器が出土している。歴史時代のものが主体をしめると思われるが、覆土の色調や締まり具合

から一部に弥生時代～古墳時代のピットが含まれると推定できる。

第７図 ５号土坑実測図（１／３０）
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３．遺 物

� 土 器（図版５－�、第１０図）

１・２は弥生土器。１は甕の口縁部片で、ピット３から出土した。口縁下に低い断面三角形の突帯

を有し、調整は内外面共にヨコナデで仕上げるが、外面にはタタキ目が残存する。色調は内外面共に

黄白色で、胎土に粗・細砂粒が目立つ。２はピット１から出土した１／４程度が残存する底部資料。

平底で、底径を復元すると６．０�になる。磨滅が著しいが、外面にハケ目が残存する。色調は、外面

が暗灰褐色で、内面は淡黒褐色を呈する。胎土には細砂粒が目立つ。

３・４は土師器。３は７号土坑から出土した小形丸底坩で、完形に復元できる。復元口径７．７�、

体部最大径９．０�、器高９．０�で、体部最大径は口径を上回る。調整は、外面はハケ目を基本とするが、

体部下半は粗いハケ目を施す。内面の調整は体部がヘラケズリ、口縁部は横位のハケ目を施す。色調

は、内外面共に暗黄褐色を呈す。胎土は比較的精良だが、細砂粒をわずかに含む。４は６号土坑から

出土した椀で、外に開く高台は径６．０�を測る。磨滅が著しいため、調整は不明。色調は内外面共に

黄褐色を呈す。胎土は精良だが、わずかに細砂粒を含む。

５・６は須恵器。５は包含層出土の坏身片で、口縁部が短く内傾する。調整は内外面共にヨコナデ

を施す。色調は内外面共に暗青灰色、胎土はわずかに細砂粒を含む。６は６号土坑から出土した坏身

片で、高台が剥離する。復元口径１３．０�、残器高４．９５�を測る。調整はヨコナデを多用するが、底部

は回転ヘラケズリ後ナデか。色調は内外面共に淡灰色、胎土はわずかに砂粒を含む。

第９図 ８号土坑実測図（１／６０）
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� 土製品（図版５－�、第１１図）

１・２は４号土坑、３～６は６号土坑、

７・８は包含層から出土した。１は鉢形の

手捏土器で、口径４．１�、底径３．８�、器高

３．８�を測る。

２～８は器台形ないし、支脚形の土製品。

２は上面径２．５�、裾部径２．８�、器高３．２

�で、上面と下面を窪ませる。３は上面径

２．５�、裾部径２．５�、器高３．０�で、上面

と下面を窪ませる。４は上面径３．５�、裾

部径４�、器高３．９�に復元できる資料で、

中位にクビレを有し、上面と下面は強く窪む。５

は上面径２．８�、裾部径３．９�、器高４．１�。柱状

部は直立し、両端面は殆ど窪まない。６は上面径

１．９�、裾部径２．４�、器高３．８�で、両端面は殆

ど窪まない。細みな印象のため、支脚形か。７は

上面径３．０�、裾部径４．２�、器高５．１�。柱状部

が長く、裾部は発達する。上・下面共に窪ませる。

８は上面径４．２�、裾部３．１�、器高４．２�に復元

できる資料。天地逆になる可能性も考えたが、柱

状部から判断して図のように考えた。上面が裾部

を上回るため、高坏形の可能性がある。

全ての個体は黄褐色～茶褐色を呈し、胎土に１

�程度の砂粒を含む等共通する特徴を有す。

� 石 器（図版６－�、第１２図）

１は右側縁に刃部を持つスクレーパーで、ピット１から出土した。最大長３．７５�、最大幅２．８�、

最大厚１．１�、重さ８．３�を測り、縦長剥片の主剥離面からの剥離により刃部を形成している。石材は

硬質でキャラメル色を呈し、チャートの可能性がある。旧石器か。

２はピット２から出土した。両側縁を加工する石刃で下端部を欠失する。二次加工剥片とした。最

大長２．９２�、最大幅１．７３�、最大厚０．４�、重さ２．３�を測り、石材は黒曜石。縄文時代の石器か。

１

３

２

４

５

６

第１０図 土器実測図（１／３）

３
２

１

６
４ ５

８
７

第１１図 土製品実測図（１／２）
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� 青銅器鋳型（図版６－�、第１２図）

３は弥生時代の武器形青銅器の鋳型で、鋒部から湯口部分。２号土坑から出土した。型は、砥石と

して再利用されたためか、明瞭な彫り込みは確認できず、中心に向かい緩やかに窪む程度である。ま

た、型の部分は、鋳込みのため黒変する。鋳型は、横断面が蒲鉾状を呈し、裏面、側面は整形時の敲

打痕をよく残す。現状の規模は、残存長５．１�、残存幅５．４５�、厚さ３．１５�を測る。石材は乳白色～

黄白色を呈する石英長石斑岩。

� 円形銅製品（図版６－�、第１２図）

４は３号土坑の最上層から出土した資料で、厭勝銭、押勝銭や花銭等と呼ばれるまじないや護符と

して使用される銭。直径６．６�、厚さ０．２�程度で、縁は狭く、やや丸身を帯び、肥厚する。中心に直

径０．９�の円孔、縁際に直径０．２�の小孔を有し、質感は弥生時代の小形�製鏡に似る。全体の１／２

程度しか残存しないが、中国上海市松江に所在する李塔の地宮（地下宮殿）から同種の完形品が２枚

出土しており、図上復元（アミ部分）した�。なお、中国上海出土資料はデザイン、小孔の位置や雰

囲気がよく似るが、直径７．４�と報告されており、当資料よりも一回り大きい。実測は、紐を通し吊

るしたと考えられる小孔を上にした。このため、裏面の画像は天地逆になった。

表面は、３つの文様帯からなり、円孔から外側へ内区、中区、外区とする。内区には漢字が陽鋳さ

れ、左下から時計回りに「申・酉・戌・亥・子・丑・寅・卯」の８文字が確認できる。欠損部には「辰・

巳・午・未」の４文字が復元できる。中区には１２個の雷文が配され、外区は１２分割され、中に動物像

が陽鋳されている。外区の動物像は残存部には７匹が確認でき、内区の漢字と照合すれば、その動物

が左下から時計回りに「猿（頭部）・鶏・犬・猪・鼠・牛・虎」であることが分かる。このことから

欠損部では「兎・竜・蛇・馬・羊・猿（胴部）」が復元できる。

以上のことから表面の内区、外区は十二支を表現していることは明らかである。十二支は方角や時

刻を表すのにも使われ、「子」は北や真夜中の１２時を表す。このことから考えても「子」が真上に来

るのは自然で、小孔を上に配したこととも矛盾がない。

裏面は、人（神）物像或いは植物などが表現されたと想定していたが、完形品から張天師及び童子

図が表現されていることが分かった。上述したように天地逆となっているが、ここでは画像の正位置

の状態での記述を行う。上部中央には「張天師」の３文字、その上下には蓮の花が配置される。右側

には背を屈めた張天師の立像が表現され、張天師は髭が長く、袖の広い中国服を着ており、両腕を胸

の前で曲げている。左側には飛び跳ねる二童子とその周に雲が表現されている。なお、張天師とは中

国、後漢末の道教の一派である五斗米道の創始者張陵の子孫に対する尊称である。

当遺物の類似品が出土した李塔の地宮からは、「天順元年（１４５７）十二月吉日造」と刻まれた仏像

―１４―



が出土しており、李塔の建築年代の上限となっている。報告では李塔は明の天順年間（１４５７～１４６４）

に建造が開始されたとされており、当遺物に関しても１５世紀中頃に製作され、日本にもたらされた可

能性がある。

註１ 復元は下記文献の写真を参考に可能な限りで行った。また、比恵尻遺跡出土品が破損していること

とや、写真に写る厭勝銭が正円でないことから一部補正を加え正円に復元した。

上海市文物管理委員会１９９９「上海松江李塔明代地宮清理簡報」『文物』総第５１３期

１

３

２

４

第１２図 石器・鋳型・銅製品実測図（１／２）
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� ま と め

比恵尻遺跡は、平成２０年度の試掘調査によって新たに発見された遺跡である。当遺跡は、春日市の

北部に広がる低地に立地し、周辺には須玖楠町遺跡、須玖唐梨遺跡、須玖五反田遺跡、須玖黒田遺跡

等の弥生時代後期の青銅器・ガラス製品生産遺跡が分布する。

今回の調査で検出した遺構は、ピットの他に８つの土坑がある。発掘調査前は、上述したように弥

生時代の青銅器鋳造に関連する遺構の検出を期待したが、報告したように弥生時代の遺構は殆ど確認

できなかった。しかしながら、弥生時代の遺物は各遺構や包含層から多数出土している。ただし、そ

の殆どは小片で磨滅を受けたものが多かった。これは当地が地形的に低いことや、すぐ南を諸岡川が

流れていることにも起因するものと思われ、実際に遺構検出面の上面や遺構の中には洪水砂で覆われ

ているものもあった。

ピットは遺物が少なく時期の決め手にかけるが、弥生時代～歴史時代に帰属すると推察できる。土

坑は規模に大小があり、形態も一定ではない。また、１号土坑を除き人為的に埋められたと考えられ

る。複数の土坑が切り合ったようなものがあることや、地山が粘土または粘質土であることから粘土

採掘坑の可能性が強い。

これらの粘土採掘坑からは、土器の他に青銅器鋳型、土製品、円形銅製品が出土している。青銅器

鋳型は２号土坑から出土した。弥生時代の武器形青銅器鋳型の鋒部から湯口にかけての破片で、近く

の集落で使用されていたことは間違いない。当遺跡においては弥生時代の遺構は殆ど検出していない

が、今後の調査によって集落等が確認される可能性がある。土製品は４・６号土坑等から出土した。

古墳時代のものと考えられるが、数があるため当地において何らかの祭祀具として使用されたと考え

られる。円形銅製品は、中世に祭祀で使用されたと考えられる。円形銅製品の詳細については�章を

参照いただきたい。

以上のように、土製品、円形銅製品共に何らかの祭祀に使用されたと推定される。粘土採掘の際の

祭祀か、すぐ南を流れる諸岡川に関する水辺の祭祀かは不明であるが、同じ場所において、異なる時

期に祭祀行為が行われたことは興味深い。

粘土採掘坑の時期は、小形丸底坩や土製品から考えて古墳時代、陶磁器小片や円形銅製品から考え

て中世と考えられる。春日市内においては、下大荒遺跡でも粘土採掘坑が調査されており、ここでは

弥生時代～古代にかけての長い間粘土が採掘された可能性がある。このことから比恵尻遺跡において

も長期間断続的に粘土の採掘場所として利用された可能性が推測できる。なお、粘土採掘坑は当調査

地の東側まで延びているようである。

比恵尻遺跡は発見されたばかりの遺跡であり、今後遺跡の範囲や性格が明らかになるはずである。

今後の発掘調査、確認調査において究明しなくてはならない課題が多い遺跡である。
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� 比恵尻遺跡全景（北西から）

� 比恵尻遺跡全景
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